ことぶきで暮らす人々あれこれ　２８
「想像することは実現出来る」!?　ナツさんのこと
　今は亡きナツさんと、初めてお会いしたのはだいぶ以前…。寿地区の住民運動の会合の時だったと思う。何時、どんな内容の会合だったかは思い出せない。痩せて目が大きい方だなということが印象に残った。

　ナツさんとは日常的にほとんど関わることがなかったが、ひょんなことから関わることになった。寿の子どもたちの不登校がきっかけだった。以前から寿の子どもたちは、寿での暮らしによるハンデから、汚い、臭い、寿の子と遊ぶななど学校での差別や嫌がらせを受けてきた歴史がある。これまでも学校に行かないなどの問題はあったが、このころ全国的に小・中学校の不登校の児童生徒の増大が顕在化してきた時期と重なっていた。学校関係者は子どもを学校に戻すことを第一義とし、不登校の子どもの父母たちは「学校に行かないで生きる」という生き方を模索し父母の全国的な活動も生まれようとしていた時期でもあった。

ナツさんは、不登校の子どもたちとの日常的な付き合いから、奔放な子どもたち自身も学校以外の居場所を求めていることを感じていた。

そんなわけでナツさんは、不登校の子どもたちと共に過ごすようになっていった。ナツさんは子どもとの付き合いや教育には全く素人だろう。子どもとの「意図的」な付き合いは初めての経験だろう。ナツさんは国立教育大学の理工学部出身で研究者を目指していた一時期があった。なぜ寿に住み暮らすことになったか僕は知らない。

ある時、ナツさんから会合の呼びかけがあった。寿で活動する関係団体が集まった。寿の中に不登校の子どもたちの居場所をつくり活動していくにはどうしたらよいかの問いかけだった。「居場所は必要ない、学校に戻そう」「子どもの居場所は大切だ」などいろいろな意見が出され「豆の木学校を育てる会」が結成されることとなった。

豆の木学校の由来だが、不登校の子どもたちは学校がいつも気がかりなようだ。そんなことで子どもたちから、自分たちの居場所に名前をつけたいとの要求があったとか。かんかんがくがくの議論の末「豆の木学校」となったのだという。

豆の木の予定は様々、もちろん算数や国語など勉強もある。社会見学やらもある。寿町探検というのもあった。その一端。ナツさんに付き添われて豆の木の子どもたちが保育所にやってきた。録音カセットも用意していた。「ここはどんなことをしているところですか」などいくつか質問された。さて、子どもたちは次の探検先として、いわゆる暴力団の組を選んだ。ナツさんはヤバイぞおもったそうだが、止めることはしなかったという。子どもたちは、保育所と同じように「ここはどんなことをしているところですか」とやった。ナツさんは組長から「こんなところに連れてくるな」と叱責されたという。子どもたちは、なぜ答えてくれないんだと怒っていたという。

社会見学ではこんなことがあった。子どもたちが競輪に行きたいということで川崎競輪に行くことになった。ナツさんは子どもたちとセンターに活動資金を受け取りに来た。僕は「育てる会」の運営資金集め係である。心の中で（競輪はよくないなー？）と渋ったが、子どもたちの張りきった様子を見ると断りきれなかった。僕が言ったことは「当たったら活動資金としてカンパせよ」と冗談とも本気ともつかない言葉。子どもたちは実際車券を買ったのだが当たらなかった。以来、子どもたちは二度と競輪場へ行くことはなかった。

豆の木の子どもたち5～6人（小学校低学年）ほどと子どもの国へ遊びに行った時のことである。僕も一緒に行った。ナツさんは、石川町駅へ子どもたちと歩き出した。子どもたちは各自が先になり後になり店先をのぞくなど思いおもいばらばらに歩いていた。僕は心配になってナツさんに聞いた。「危なくない？一緒に歩かなくていいのか」。ナツさんの答えはこうだった。「子どもだって迷子になるのはいやだから、必ず目の端に私の姿をとらえている。だから私が一定の速度で歩いてさえいれば大丈夫。」こうも言った。「電車などで姿が見えなくなっても、子どもは遅れるのはいやだから、必ず先に行って待っているよ。」

ナツさんは、いろんなことを子どもたちとのかかわりから学んでいるのだのだという。

「豆の木」は、寿のおっちゃんたちや地域との付き合い、学校や親や豆の木以外の子どもたちに様々な影響を与えながら活動していた。毎週水曜日は手作り昼食の日。この日は、僕が豆の木の子どもとリヤカーを引っ張って各ドヤを回って、管理人さんの好意でためていただいた酒びんやビ－ルビンを回収する。それを酒屋さんに持って行ってお金に換える。それを元手に昼食の材料を購入して、当センターで昼食を作るのだ。来る日も来る日も子どもたちは「鶏のから揚げ」を望んだ。僕は悲鳴をあげてほかのメニューも考えてくれと言ったが却下。小学校では算数ができないといわれている子どもが、買い物は得意だった。お釣りだってちゃんともらってくる。間違いはない。これが生命力というものか。
にぎやかで生意気で元気でかわいい子どもたちとの活動はどんどん広がっていった。

地区外からの問い合わせや参加する子どもたちもいた。豆の木を経て学校へ戻る子もいたが時々息抜きに豆の木に来ていた。学校に行っている子も参加してきた。豆の木に通っている子を捕まえて、「ずる休みは卑怯だ」という子どもがいたが、はやがて豆の木に来るようになった。よく見ると、学校に行くのがつらい子どもたちは豆の木の子どもたちにつらく当たった。学校が楽しいという子どもたちは豆の木には一向に関心を持たなかった。
ある日ナツさんは、とんでもない企画を持ち込んできた。豆の木の子どもたち総勢10人余りを伊豆諸島の式根島に一週間ほど泊まりで連れて行きたいというのである。僕は絶句した。いまでも活動資金に苦労している。そんなお金などないし集めるのは不可能だ。僕の答えはＮＯだった。ナツさんは、ちっとも落胆もせず顔色も変えず普通にあの言葉を発したのだ。「私は想像することは実現出来ると思っているの。」とにっこり笑うと引き上げていった。ナツさんの後姿を見ながら僕はその言葉を反芻していた。とても気になり印象に残る言葉ではあった。
やがて、寿の子どもたちが夢にも考えていなかった式根島行きの実現にみんなで取り組むようになった。多くの関係者の理解や努力があった。それもこれもあの言葉から始まったのだ。あの言葉を発するナツさんにはどんな人生の経験と工夫があったのだろう。
結局、式根島には3年間通うことになった。透明な海、海藻や魚や貝などが手にとるように見える式根島の生活は、子どもたちに大きな思い出を残した。あの頃の小学生や中学生の子どもたちは、今や30代で子どもの親となっている。

さて、式根島行きはなぜ3年間だったのか？　ナツさんは、病を得て療養を余儀なくされ、豆の木を休まなくてはならなくなった。ある時、ふらっと訪ねてきて「村田さん、静かな音楽でお勧めの曲はない？ジャズを聴くにはエネルギーがいるのよね。聴けないの。」などと話していった。なぜか医師と薬が嫌いなナツさんは、2年間ほど食事や安静など自然治癒力に依拠して回復を図っていた。

ナツさんのご主人から、入院の依頼があった。早速お部屋を訪ねた。一刻の猶予もならない状態と見えた。これまで入院を勧めたが本人がうんと言わなかったという。救急車は嫌だというので僕の車で入院。翌日の午前、ご主人から亡くなったとの通報があった。

ナツさんは生前言っていたという。「私の戸籍を外国の方で困っている人にあげて。」と。葬儀は葬儀社に依頼しないで行ないたいということで、届出をして埋火葬許可証をいただく。日本では死者を弔う手続上ナツさんの切なる希望はかなえることはできない。

ナツさんのご主人は、豆の木の活動に参加することはなかったが、定期的に寄付を寄せて下さっていた。時々、財政に困ることがあるとまとまった金額を寄付して下さった。冗談のように「僕の家にはドラえもんの四次元ポケットがあるから」とおっしゃっていた。
豆の木学校は、子どもたちの居場所として毎週一回ながら現在も連綿と続いている

次回は　？
